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目的 本研究では，近年の機械学習の中核である並列分散SGD（Stochastic 

Gradient Descent）に対して，学習時間の改善に関する研究を実施した．

内容 大阪大学OCTOPUSが有するGPUノード，汎用CPUノードなどのさまざ
まな計算機で，並列分散化された学習タスク間で学習時間にばらつきが生じる
ことを確認し，各タスクの学習時間をリソース割り当ての工夫により，平準化
することで，改善することを試みた．

結果 特に学習の遅れたタスクはstragglerとして知られており，広く改善が必
要である．所属機関を含む他拠点の計算資源での研究の展開や，翌年度以降の
研究に向けた知見が得られた．

利用した計算機 OCTOPUS
ノード時間 1,000 OCTOPUSポイン

ト
（汎用CPUノード，GPUノード等）


